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●まちのできごと

▲約２０種類のバナナの木を見学する児童たち

バナナ農園見学
12
７

　結小学校の １ 年生が森部の山北照良さんと山北圭二さんが営

むバナナ農園を見学しました。

　児童たちは、初めて目にするバナナの木の大きさに「すご

い！」「おっきい！」と驚きの声を上げました。バナナの実を

見つけると「バナナってこんな風になるんだ」と興味津々でハ

ウス内を見学しました。

　山北照良さんは「バナナの実がどんな風になっているか、見

てもらえてうれしい。いずれは、子どもたちが遊びに来て楽し

める場所にしたい」と話されました。

▲熱心に浅野社長の講話を聴く生徒たち

　登龍中学校 ２ 年生を対象に、浅野撚糸株式会社の浅野雅己社

長による職業講話が行われました。

　浅野社長は自身が挫折しそうになった経験や、本当に苦労し

た時に見た夢が叶えられていることなど自身の経験をもとに講

話を行いました。また、“運を導く八つの実感”について述べ、

運は変えられると生徒たちに伝えました。

　代表生徒は「八つの実感のひとつである感謝は誰にでもでき

るので、先生や友だちなど身近な人への感謝の気持ちを大事に

したいです」と話してくれました。

浅野撚糸社長による職業講話
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▲日本の四季を感じながら楽しんでください

つどいイルミネーション
12
５

　結地区にあるまちあい公園で安八町青年のつどい協議会主催

によるつどいイルミネーションの点灯式が行われました。

　今回のテーマは日本の四季です。公園内をゆっくりと散歩し

ながら春・夏・秋・冬それぞれの季節の装飾をお楽しみいただ

けます。

　イルミネーションは ２月 ５日（土）まで実施されています。

＊真ん中のハートはスマートフォンのライトを使って、約 ３ 秒

　間カメラのシャッターをあけたまま撮影しました。

　測量の仕事を知ってもらおうと、岐阜県土地家屋調査士会大

垣支部の方々が名森小学校を訪れ、 ６年生が測量機器を使って

校庭に星の図形を描く地上絵プロジェクトを行いました。

　算数の授業で学ぶ拡大図と縮図の原理を基に、測量機器と巻

尺で図形の角度や距離を測定し、角になる部分にびょうを打っ

て印を付け、石灰で線を引きました。

　代表児童は「測量機器でとても正確に角度や距離を測ること

ができて驚きました。自分たちで作成した図形が綺麗な星型に

なっていてうれしかったです」と話してくれました。

地上絵プロジェクト
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▲星の図形と支部員の方々が描いたアンビー


